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ダム、ズ

ミ

ス

m

の
經
濟
學

.

ア

ダ

ム

ス

ミ

ス

と

獨

逸

の

經

濟

學

H

S

A

し
杧
る
哉
を
敍
し
、而 

ス
の
學
說
が
如
何
に

H

ル
ン
ス
ト

■

ク
y

ユ
I

ンフ工ルト

ア
ダ
ム

'

ス
ミ
ス
が
獨
逸
の

.經
濟
學

1C
及
ぼ
し

fc
る
影
響
を
明
ら
か
に
せ
ん
於
爲
め 

ス
ミ
ス
の
理
論
が
獨
逸
の
經
濟
政
策
に
如
何
な
る
彰
響
を
及
ぼ 

r

最
近
百
年
問
に
於
け
る
獨
逸
經
濟
學
の
發
達
を
.述べ
て
ス
ミ 

る
地
位
を
占
め
女
る
や
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す

0

.

ス
の
自
由
貿
名
主
義
は
佛
蘭
西
を
通
卜

)

て
獨
逸
に
輸
入
せ
ら
れ
、那
翁
戰
爭
後
大
に
行 

に
至

6

、特

U

普
國
の
大
防
シ
タ
ィ
ン
の
如
き
名
之
に
賛
成
し
、以
て

一

八
一
八
年
に
は 

關
税
法
を
發
布
し
て
內
國
關
税
を
廢
し

'

國
內
の
各
地
方
を
し
て
恰
；

P

獨
立
國
の
如
き
事
を 

行

^

の
弊
を
除
き

*

6

.

Wし
て
一
八
三
四
年
に
は
所
謂
ツ
才
ル
フ
工
ジ
ィ
ン
豨
逸
關
税
同
盟

) 

を
組

'a

し
、之
は
一
八
六
七
年
迄
繼
續
し
以
て
自
由
贸
易
主
義
を
行
ひ
杧
ろ
、而
し
て
此
ス

三

ス
 

U
.

依

6

て
唱
道

3

れ
卞
る
經
濟
主
義
は
十
尤
址
；紀
の
末
嗓
迄
行
は
れ

*

れ
共
、ビ
ス
マ
ル
グ
の 

宰
相
と
な

'
る
や
一
，八
七
九
年
よ

6

漸
次
衰
微
の
傾
向
を
呈
せ

6

、郎
は
ち
商
業
の
方
面
に
於
て

■

余
は 

に
、先‘づ 

し
<
後 

重
要
なス

ミ

は
る
、

は
.

必
ず
し

g

自
由
貿
易
主
義
行
は
れ
岁

3C

エ
業
の
方
面
に
於
て
名
必
ず
し
ダ
自
由
放
任
主
義 

.

行
は
れ
次
る
に
至
れ
る
な

6

、然
れ
ど

g

那
翁
戰
爭
後
哿
國
が
其
經
濟
狀
態
を
囘
復
せ
ん
と
す 

る
に
當

*

6

て
は
、一
は
ス
ミ
ス
主
義
.の
锍
行
と
他
は
實
際
上
の
必
要
と
よ

6

常
に
自
由
放
任 

主
義
を
採

6

來
に
一
八
五
九
年
の
產
業
法
の
如
き

«

よ
く
此
主
義
を
代
表
す
る

.

名
の
、と
云
ふ 

可
し
#

れ
ど
？
此
主
義
は
永
遠
に
獨
逸
の
產
業
界
を
支
配
す
る
事
能
は
す
、十
九
®
紀
の
末
葉 

に
至
ろ
て
は
遂
に
顧
み
る
者
な
き
の
運
命
に
遭
遇
せ
み
、而
し
て
シ
モ
ラ
ー
の
如
き
は
此
ス

、
、

/ 

ス
主
義
の
消

.

滅
を
以
て
實
際
上
の
必
要
よ

6

來
杧
れ
る

g

の
と
云
ひ
届
れ

6

。

ス
三

ス
主
義
於
觸
逸
の
經
濟
政
策
に
及
ぼ
し
杧
る
影
響
は
右
の
如
し
と
し
て
萁
學
說
に
及 

ぼ
せ
る
影
響
は
如
何
と
云
ふ

1C

、ス
ミ

.

ス
の
學
說
於
輸
人

^

る
N

以
前
に
當
杧

C
N

て
獨
逸
に
は 

官
房
學
な
る
？

.

の
あ
4

て
官
房
卽
は
ち
大

«

省
.

の
如
含
官
廳
の
班
員
に
必
要
■な
る
學
術
を
研 

究
せ
し
，
&

、其
*

義
.

よ
み
沄
へ
ば
重
商
主
薦
重
農
主
義
等
に
傾
き

fc
6

、然
石
仁
其
後

.

ス
.ミ
ス
主 

義
入
6

來
6

.

V

速
か
に

.

傳
播
ぜ
し
於
、有
カ
な
る
攀
者
中
之
に
反
對
す
る
者
名
少
な
か
ら
次

6

 

.

き
?1
/

.

し
て
先
づ
其
替
成
者
を
擧
ぐ
れ
ば
最

^P

有
力
な
る

#

は
ラ
ゥ
に
し
て
彼
は

.

一
八
ニ
六

I

 

三
二
年
發
行
の
經
濟
诠
書
に
於
て
此
主
義
を
祖
述
せ

6

、又
大
臣
ネ
ベ
ニ
ユ
ス
の
如
き
敎
授
へ

■

>

グム、
7>

ミ
ス
1
0

0

の
.

經
濟
，學
 

§
1

九
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ァ
ダ
ム
、ス
ミ
ス

1

獨
逸
の

£

5

.學 

三.
H

o

の
如
き
或
は
農
場
主

.
に
し
て
經

.
濟
學
者
な
石
チ
ユ
ー
ネ

y

の
如
き
は
皆
此
主
義
を
奉 

な
-

0

而
し
；て
此
主
義
は
獨
逸
を
經
て
遂
に
露
_
に
造
輸
入
せ
ら
る

、
に

至
れ
る
な

A
v
> 

6

て
其
反
對
者
を
紹
介
せ
ん
に

®

名
有
名
な
る
莕
は
こ
，入

.
あ

C
N
、

一
 

は
ァ
ダ
ム
ミ
ユ 

し

y

彼
は
特
に
ス
ミ
ス
の
個
人
主
義
に
反
對
し
之
を
.以
て
社
會
の
構
成
に
有
害
な
る 

せ
み
、
而

し

<他
は
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
リ
ス
ト
に
し

て、彼
は
敌
策
の
熱
心
な
る
硏
究 

し
か
ば
、實
際
上
の
見
地
ょ

6

其
極
端
な
る
自
由
貿
易
主
義
に
反
對
せ

.

6

。

ス
主
義
は
英
佛
の
兩
國
に
於
て
最

^p

ょ
く
行
は
れ
し
名
獨
逸
に
於
て
は
先
き
に
述
べ 

杧
る
が
如
く
大
な
る
反
對
に
遭
遇
せ

6

、之：れ
ス

三

ス
は
其
主
義
を
構
成
す
る
に
當

t
 

6

て
獨 

逸
の
事
情
を

Mr
み

岁
、特
に
歷
史
上
の
事
實
に
は
全
體
重
逢
を
置
か
次
る
の
倾
向
あ

6

允
れ
ば 

な
6

.而
し
て
此
赌
代
に
は
ま
だ
歷
史
學
の
硏
究
不
充
分
な

6

し
か
ば
多
少
ス

三

ス
主
義
に
反 

對
す
る
者
あ
み
し

S

W

^
，尙
之
に
代
は
る
程
の
主
義
を
提
出
す
る
者
は
あ
ら
次
ろ
き
。然
る
に 

獨
逸
及
び
瑞
西
に
於
て
は
大
に
之
に
反
對
す
る
者

.

.を
生
じ
、其

.
@

r:
h

放
任
の
如
き
は
只
富
者
の 

利
.益
と
の
み
な
る
可
き

g

の
に
し
て
、勞
働
者
の
如

.
き
は
却
て
之
'が爲
め
に
大
な
る
困
窮
に
陷 

名
可
し

i

な
し

#

に
社
會
主
羲
者
の
如

き
は

此
反
對
_說

.

を
採
る
に

.
至
れ
ろ
、此
の
如
く
に

して

る ス な の I て る マ

が、 ミ 6 と に 飜 者 ン

J21

獨
逸

.

U

於
v

tt

ス
.

ミ
ス
の

.
學
說

.に
は
充
分

.の

.

敬
意
を
表
，し
つ
、
.而
名
尙
之
れ
に
屄
對
す
る
者 

少
な
か
ら

^

6

 
し
な
 

6

0
 

.、 

•

此
の
如
く
ス
ミ
ス
主
義
の
反
對
者

»

所
々
に
之
を
見
出
す
事
を
得
可
し
と
雖
>̂其
之
に
代 

は
る
可
き
系
統
ぁ
る
學
說
を
提
出
し
杧
る
者
は
歷
史
派
の
經
濟
學
者
な

6

、而
し
て
此
學
派
の 

特
色
は
如
何
と
云
ふ
に
、國
民
經
濟
の
狀
態
な
る
：名
の
は
歷
史
の
產
物
に
し
て
塒
に
依

6

て
大 

に
.
異
石
奵
き

^

の
な
る
が
故

U
、

古
今
に
通
じ
て
可
な
る
政
策
は
存
在
す
可
か
ら
岁
、叉
ス

三

ス
 

の
所
謂
自
然
法
の
如
き
？
全
然
存
在
せ
次
る
所

|

に
し
て
、特
に
經
濟
生
活
な
る
名
の
は
社
會
生 

活
の
一
部
に
過
ぎ

^

る
が
故
に
之
を

.分
離
し
て

«

究
す
る
於
如
き
は
頗
る
不
可
な

6
 

i
稱
せ 

~
此
の
如
く
に
し

<

此
學
派
は
.新

t

e
な
る
研
究
：

|

法
を
發
表
し
叉
經
濟
現
象
に

.
新
な
る
說
明 

を
.與
へ
杞
る
の
功
績
は
沒
す
可
か
ら
玄
と
雖
又
亦
決
し

y

缺
點
な
し

i

云
分

可
*>

ら
.
岁
、郎
は

ち
英
佛
學
者
の
特
長
な
る
抽
象
的
演
繹
的
方
面

F

忘
却
し
以
て

:
a

論
的
硏
究
に
重
き
を
®
か
 

し
な
6

。

.

尤
名
旣
に
佛
國

U

て
は
ォ
丨
ギ
ユ
ス
ト

.

コ
ニ
ン
ト
ぁ
ク
て
歷
史
的
硏
究
法
を
唱
道
し

^

^

 

し
•«

獨
逸
に
於
け
る
歷
史
派
：の
勃
興
は
ロ
ン

.卜
の
影
響
を
蒙
む

6
 V

生
せ
る
に
は
ぁ
ら
梦
實

ァV

ム、ス

A
ス

と

獨

逸

の

貍

_

學

 

1

」
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三三ニ

に
百
年
以
來
歷
史
學
等
の
隆
盛

i

な
れ
る
結
果
と
し
て
起
こ
れ
る
名
の
に
し
て
、叉
哲
學
說
の 

變
化
名
此
新
挤
究
法
の
發
生
に
與
か

6

-

て
力
あ

A

,

し
な
6

0

歷
史
派
の
元
祖
は
ゥ
ィ
ル
へ
ル
ム

V

ツ
シ
ヤ
ー
に
し
て
彼
は
一
八
四
三
年
に
經
濟
學
四 

卷
を
公
に
し
、第
一
卷
原
論
、第
二
卷
農
業
編

®

三
卷
商

H

編
、第
四
卷
財
政
學

i

せ
6

、而
し
て
經 

濟
學
の
一
部
と
し
て
農
業
を
論
ヒ

*

る
财
如
き
は

Y

ン
チ
尤
ス
タ

I

學
派
舣
商

H

業
の
み
を 

論

^

把
る
に
比
し
て
大
な
る
進
步
な
ろ
と
云
ふ
可
き
な

6

、特
.に
彼
は
經
濟
學
を
諭
す
る
に
當 

杧
6

て
只
に
物
質
的
方
面
の
み
な
ら
少
、倫
理
的
方
面
に
重
き
を
置
き

fc

る
は
大
に
注
目
に
價 

す
石
所
に
し
て
、彼

-0

死
に
至

.，る

迄

敎

鞭

を

採
6

し
來
府
大
學
の
經
替
彼
習
室
に
あ
る
彼
の

#
 

像
.の
.
.下
に
は
人
は
只
に
食
物

.の
み
に
依

6

て
生
活
す
る
者
に
あ
ら
申
、叉
精
神
的
の
要
求
を
有 

す

る

者

な

：る

事

を

記

せ
6

:u
.

歷
史
派

.に
:»
す
可
き
者
は
ロ
ツ
シ

.ヤ
ー
の
外
に
古
人
に
て
は
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
、

グ一一ー 

ス
尊
あ

^

、叉
若
手
と
し
て
は
シ

‘
千
ラ
ー、

.
ナ

ツ

セ

、

口

ンラ
，；

I

ト
、

シ
エ
.
f 

y

ベ
ル
ヒ
、

レ
 

ク
.
シ
ス
、
.1T

丨

\
、

ヘ
ル
ト
、

ブ
レ
ン
タ
ノ
、

ワ
グ
ナ
ー
等
あ

6

此
等
諸
氏
の
特
色
は
實
に 

偸
理
的
方
廊
を
重
要
視
し

'或
は
國
家
の
活
動
を
要
求
し
、叉
は
經
儕
と
法
_
と
の
關
添
に
重
き

を
镫
き

*

る
に
あ

6

と
云
ふ
可
し
ゾ

.

Î
J

ビ
コ
ー
ヒ
ヤ

ー

フ
イ
リ
ツ
ホ
グ
イ
ツ
チ

.

或
は

%

て
日
本
に
在

6

t̂

る
.
レ
?

X

ラ
ー
、
.ラ
I
 

ト
ケ
ン
の
如
き

X

W

現
今
東
.京
帝
國
大
寧
に
往
る

t r
/ 

丫ー 

ン
チ
ツ

.ヒ
の
如
き

^p

之
に
屬
す
る
者 

と
云
ふ
可
し
、而
し
て
尙
歷
史
學
派
に
關
連
し
て
述
ぶ
可
き
は
一
八
七
ニ
年
に
創
立

^

れ
t

る
 

.

社
會
政
策
學
會
に
し
て
、之
は
此
學
派
の
中
心
點

>

.

«
 

6、其
多
大
な
る
出
版
物
に
依

6

て
經
濟 

立
法
に
影

#

を
'

ぼ
し
女
る
摩
亦
些
少
に
ぁ
ら
次
：るな

6

。

歷
皮
派
の
外
に
尙
一
小
派
ぁ

6

、之
は
燠
太
利
學
派
叉
は
雜
鈉
學
派
と
し
て
知
ら
る
、
名
の 

に

し
て
、其
代
表

^

は
メ
ン
ガ
ー
、グ
イ

I

ザ
ー
、ベ
ー
ム
パ
グ
ア
ー
グ
等
な
，

9

、而
し
て
此
學
派
の 

特
#

は
歷
史
派

.に
反
し
て
嘗
て
英
佛
學
者
の
唱
道
し
祀
る
抽
象
的
演
繹
的
俯
究
を
#
興
し
杧 

る
事
に
し
て
、先
き
に
歷
史
派
の
下
に
述
ベ
杧
る
フ
イ

リ

ツ
ボ
グ
イ
ツ
チ
の
如
き
？
亦
■理
論
の 

方
面
に
於
て
は
此
派

U

屬
す
る

.名
の
と
云
ふ
事
を
得
可
し
。

做
此
外
に
存
す
る
一
學
派
は
マ

•

ル
グ
ス
の
社
會
主
義
を
舉
岁
る
者
に
し
て
、此
學
說
は
資
本 

論
三
卷
に
依

6

て
公
表
せ
ら
れ
、價
値
論
物
質
的
史
觀
論
等
に
於
て
特
色
を
顯
ら
ぬ
せ
ぅ
、而
し 

如
て
當
今
の
學
者
中
此
派
に
屬
ず
る
者
少
な
か
ら
梦
、

r

ム
バ
ル
ト
、アル
フ
レ
ー
ト
及
び
マ
ツ
グ 

r

r-

ム、ス
ミ
ス
と
獨
迤
み

.經
*

|
 

一二三：三

’
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ム
、ス
ミ
ス
と
獨
雖
の
經
濟

.舉 

三三四 

ス
グ
土

 

f
 

\

1

の
如
き
は
其
最

^P

有
名
な
る
者
な

6

。

以
上
述
べ

fc
る

如
く
最
近
の
百
年
間
は
經
濟
學
の
發
達
に
最

^P

重
要
な
る
時
代
に
し
て
、ア
 

ダ
ム
ス
ミ
ス
の
經
濟
學
は
獨
逸
經
濟
學
の
發
達
を
肋
成
し
^
る

i

同
塒
に
、夂
獨
逸
に

於

て

 

其
偏
頗
な
る
演
繹
的
硏
究
法
は
歷
史
派
に
依

6

て
訂
正

3

れ
、叉
其
個
人
主
義
は
シ
タ
ィ
ン
等 

に
依

6
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